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れ
る
。
そ
れ
を
公
開
活
用
す
る

こ
と
で
熊
本
城
の
本
質
的
な
価

値
や
魅
力
を
深
く
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
復
興
へ
の
実
感
・
共

感
を
得
る
こ
と
も
期
待
し
て
い

る
。
復
旧
が
長
期
と
な
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
生
涯
学
習
や
次

世
代
を
照
準
と
し
た
学
校
教
育

と
も
積
極
的
に
連
携
す
べ
き
で

あ
る
。
更
に
、
体
験
型
の
活
用

を
行
う
こ
と
で
復
旧
へ
の
市
民

参
画
に
も
つ
な
が
る
。
市
民
参

画
は
震
災
記
憶
の
継
承
に
も
な

り
、
文
化
財
価
値
を
恒
久
的
に

継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
不
可

欠
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

35
年
計
画
の
う
ち
、
25
年
間

は
本
丸
の
ほ
と
ん
ど
の
区
域
が

工
事
エ
リ
ア
の
ま
ま
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
工
事
と
並
行
し
て

安
全
か
つ
快
適
に
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
見
学
通
路

を
仮
設
し
た
。
工
事
車
両
を
下

に
通
す
た
め
に
地
上
５
～
７
㍍

の
通
路
と
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
夜
間
活
用
の
た
め
の
照
明
、

景
観
へ
の
配
慮
も
十
分
に
施
し

た
。天

守
閣
の
公
開
も
好
評
で
、

今
で
は
地
震
前
の
入
園
者
数
に

迫
っ
て
い
る
。
24
年
春
か
ら
は

宇
土
櫓
解
体
工
事
の
定
期
公
開

を
始
め
、
更
に
熊
本
城
の
魅
力

が
向
上
し
た
と
言
え
る
。

〈
公
開
活
用
〉

復
旧
過
程

の
公
開
活
用
は
、
復
旧
事
業
の

主
要
方
針
の
一
つ
で
あ
る
。
復

旧
事
業
で
の
工
事
や
調
査
の
過

程
で
は
、
通
常
で
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
光
景
が
随
所
に
現

震
補
強
が
困
難
な
場
合
は
、
立

ち
入
り
規
制
な
ど
で
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

伝
統
工
法
・
現
代
工
法
を
細
か

く
検
討
し
、
必
要
最
低
限
の
施

工
と
し
て
い
る
。
効
果
的
な
耐

震
性
の
向
上
に
努
め
る
が
、
文

化
財
価
値
を
損
ね
な
い
た
め
に

補
強
の
手
法
は
状
況
に
応
じ
て

こ
と
か
ら
、
入
園
者
の
近
く
で

は
安
全
確
保
が
必
須
と
考
え
て

い
る
。
建
物
・
石
垣
と
も
に
耐

ん
ど
が
立
ち
入
り
で
き
た
。
次

に
起
こ
る
地
震
が
開
園
時
間
内

や
イ
ベ
ン
ト
中
か
も
し
れ
な
い

〈
復
興
城
主
制
度
〉

熊
本

市
は
１
９
９
７
年
度
に
熊
本
城

の
復
元
整
備
計
画
を
策
定
し
、

一
口
城
主
と
い
う
寄
付
制
度
を

始
め
た
。
一
口
１
万
円
以
上
で

城
主
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

多
く
の
方
々
の
賛
同
を
得
て
、

復
元
整
備
事
業
に
役
立
て
て
い

た
が
、
熊
本
地
震
の
発
生
で
復

元
整
備
事
業
と
と
も
に
一
口
城

主
も
中
断
し
た
。
そ
の
後
、
地

震
後
の
生
活
再
建
を
優
先
す
る

気
持
ち
で
市
民
だ
け
で
な
く
全

国
か
ら
寄
付
制
度
の
復
活
を
求

め
る
声
が
大
き
く
な
り
、
「
復

興
城
主
」
の
ご
提
案
を
頂
き
、

熊
本
地
震
か
ら
半
年
後
、
復
興

城
主
に
よ
る
寄
付
を
始
め
た
。

連
日
、
受
付
窓
口
は
長
蛇
の
列

と
な
り
、
事
務
処
理
が
パ
ン
ク

す
る
よ
う
な
盛
況
に
驚
く
と
と

も
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
と
な
っ
た
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
も
加
わ
り
、
現
在

も
多
く
の
寄
付
が
続
い
て
い

る
。〈

耐
震
補
強
〉

地
震
前

は
、
石
垣
上
や
堀
以
外
の
ほ
と

言
え
る
。
ま
た
、
復
旧
事
業
の

終
盤
に
は
、
完
了
後
の
整
備
・

保
存
活
用
の
再
検
討
に
も
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

熊
本
城
を
永
く
継
承
し
て
い

く
た
め
、
今
回
の
復
旧
事
業
は

丁
寧
に
適
切
に
、
そ
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
復
旧
期

間
中
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
光
景
、
来
る
た
び
に
違
う

光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ぜ
ひ
、
何
度
も
熊
本
城
を
訪
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。

な
ど
が
他
の
城
郭
で
活
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
今
後
も
様
々

な
成
果
が
全
国
で
有
効
活
用
さ

れ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
る
。

現
在
、
復
旧
事
業
と
並
行
し

て
城
内
樹
木
の
整
理
も
進
め
て

い
る
。
樹
木
な
ど
の
保
存
管
理

計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
危

険
木
や
支
障
木
の
伐
採
に
着
手

し
て
い
る
。
熊
本
城
の
景
観
が

整
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
石

垣
な
ど
の
保
存
、
見
学
者
の
安

全
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
と

熊
本
城
で
は
被
災
箇
所
を
復

旧
す
る
だ
け
で
な
く
、
期
間
中

に
新
た
な
価
値
が
加
わ
り
復
興

が
進
ん
で
い
く
。
例
え
ば
耐
震

補
強
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
展
示

の
刷
新
見
学
通
路
解
説
板
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
と
調
査
研
究
の

成
果
、
市
民
ら
の
理
解
・
愛
着

の
向
上
、
人
材
育
成
な
ど
の
ソ

フ
ト
面
が
あ
る
。
復
旧
工
事
に

当
た
っ
て
は
各
種
の
調
査
が
行

わ
れ
、
必
要
な
研
究
を
実
施

し
報
告
書
を
残
し
て
い
く
建

物
、
石
垣
と
も
に
解
体
や
発
掘

は
必
要
最
小
限
に
厳
し
く
限
定

さ
れ
る
が
、
こ
の
復
旧
事
業
に

よ
る
調
査
成
果
は
熊
本
城
の
保

存
の
た
め
に
も
重
要
と
な
る


既
に

熊
本
城
で
の
石
垣
耐
震

基
準
や
復
旧
手
法
の
検
討
成
果

化
と
耐
震
補
強
、
地
階
の
石
垣

は
見
学
者
の
安
全
の
た
め
に
外

側
に
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
入
り

口
と
な
る
小
天
守
東
面
石
垣
に

は
補
強
シ
ー
ト
を
内
部
に
設
置

す
る
な
ど
し
て
安
全
対
策
を
講

じ
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
を

設
置
し
、
音
声
ガ
イ
ド
や
模
型

な
ど
を
取
り
入
れ
た
。
展
示
物

も
刷
新
し
、
21
年
の
春
に
工
事

が
完
了
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て

い
る
。

〈
天
守
閣
〉

熊
本
城
の
天

守
は
西
南
戦
争
直
前
に
焼
失

し
、
１
９
６
０
年
に
鉄
筋
鉄
骨

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
再
建
さ

れ
た
が
、
地
震
に
よ
っ
て
建
物

・
石
垣
と
も
に
部
分
的
に
損
傷

し
た
。
天
守
の
復
興
を
最
優
先

す
る
こ
と
に
し
た
が
、
大
型
車

両
を
通
す
た
め
に
１
年
近
く
を

要
し
た
。

ま
ず
、
南
大
手
門
横
と
頬
当

御
門
周
辺
の
崩
落
石
材
を
回
収

し
、
２
次
崩
壊
を
防
ぐ
工
事
を

行
っ
た
後
、
仮
設
ス
ロ
ー
プ
を

２
カ
所
に
設
置
し
、
２
０
１
７

年
春
か
ら
本
格
工
事
を
開
始
し

た
。
天
守
建
物
は
石
垣
に
載
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
建
物
と

石
垣
の
工
事
を
並
行
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
建
物
は
軽
量

震
診
断
・
補
強
の
検
討
が
重
要

で
あ
る
。

た
。
現
在
、
宇
土
櫓
五
階
櫓
の

解
体
を
進
め
て
お
り
、
石
垣
の

解
体
・
積
み
直
し
を
経
て
、
32

年
度
に
復
旧
完
了
を
目
指
す
。

24
年
度
は
平
櫓
石
垣
の
積
み
直

し
、
北
東
櫓
群
の
石
垣
解
体
、

南
東
櫓
群
の
建
物
解
体
な
ど
を

予
定
。
石
垣
、
建
物
と
も
に
耐

〈
飯
田
丸
五
階
櫓
〉

飯
田

丸
五
階
櫓
は
05
年
に
木
造
復
元

さ
れ
た
建
物
だ
。
地
震
で
土
台

の
石
垣
が
崩
落
し
隅
石
で
建
物

を
支
え
る
形
と
な
り
、
マ
ス
コ

ミ
か
ら
「
奇
跡
の
一
本
石
垣
」

と
呼
ば
れ
て
注
目
さ
れ
た
。
建

物
・
石
垣
の
倒
壊
防
止
工
事
な

ど
を
行
っ
た
後
、
建
物
を
解
体

し
23
年
度
に
石
垣
の
積
み
直
し

ま
で
完
了
し
た
。
今
後
、
建
物

の
組
み
立
て
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
重
要
文
化
財
建
造
物

の
部
材
回
収
・
保
護
も
被
災
直

後
か
ら
優
先
的
に
行
っ
た
。
石

垣
の
被
災
が
軽
微
で
あ
っ
た
も

の
か
ら
復
旧
工
事
が
進
み
、
長

塀
・
監
物
櫓
の
順
に
完
了
し

10
年
を
か
け
て
見
学
通
路
の
撤

去
と
周
辺
区
域
の
石
垣
復
旧
、

新
た
な
整
備
計
画
の
検
討
を
予

定
し
て
い
る
。

の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
15
年
延

長
し
て
52
年
度
ま
で
と
設
定
し

直
し
た
。
地
震
か
ら
８
年
（
事

業
６
年
）
を
経
た
が
、
特
別
見

学
通
路
の
設
置
、
天
守
閣
の
復

旧
、
重
要
文
化
財
で
あ
る
長
塀

と
監
物
櫓

や
ぐ
ら

の
復
旧
が
完
了
し

た
。
今
後
、
事
業
15
年
目
の
32

年
度
に
は
宇
土
櫓
・
本
丸
御
殿

が
、
25
年
目
に
は
全
て
の
重
要

文
化
財
建
造
物
や
主
要
区
域

が
、
そ
れ
ぞ
れ
復
旧
。
そ
の
後

そ
の
う
ち
約
１
割
の
築
石
が
崩

落
し
、
積
み
直
し
を
要
す
る
の

は
約
３
割
の
面
積
に
及
ぶ
。
国

指
定
重
要
文
化
財
13
棟
を
含
む

全
て
の
建
造
物
も
被
害
を
受
け

た
。
発
生
時
は
夜
間
で
あ
っ
た

た
め
城
内
へ
の
入
園
者
は
お
ら

ず
、
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。

18
年
３
月
、
熊
本
城
復
旧
基

本
計
画
を
策
定
し
、
23
年
３
月

に
一
度
目
の
改
定
を
行
っ
た
。

当
初
、
完
全
復
旧
ま
で
20
年
間

〈
大
震
災
〉

日
本
三
名
城

に
数
え
ら
れ
る
熊
本
城
は
、
広

大
な
城
域
に
特
別
史
跡
の
石
垣

や
多
く
の
重
要
文
化
財
建
造
物

が
残
る
、
日
本
を
代
表
す
る
城

跡
で
あ
る
。
16
年
４
月
14
日
、

熊
本
地
震
（
前
震
）
が
発
生
。

28
時
間
後
に
更
に
大
き
な
揺
れ

（
本
震
）
が
襲
い
、
熊
本
城
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

現
存
す
る
石
垣
は
９
７
３
面

・
約
７
万
９
千
平
方
㍍
だ
が
、

熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長網

田

龍
生
氏

あ
み
た
・
た
つ
お

１
９
６
４
年
８
月
長
崎
県
五
島

市
生
ま
れ
。
88
年
３
月
熊
本
大
学
文
学
部
史
学
科
（
考

古
学
専
攻
）
卒
業
、
文
化
財
専
門
職
員
（
専
門
＝
日
本

考
古
学
）
と
し
て
熊
本
市
に
入
庁
。
主
に
遺
跡
発
掘
調

査
・
史
跡
整
備
な
ど
文
化
財
保
護
業
務
に
従
事
。
２
０

１
６
年
４
月
熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
、
19

年
４
月
熊
本
城
総
合
事
務
所
所
長
。
22
年
４
月
か
ら
現

職
。

２
０
１
６
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
か
ら
８
年
。
布
田
川
・
日
奈
久

断
層
帯
の
活
動
が
誘
発
し
た
未
曽
有
の
大
地
震
は
、
あ
る
日
突
然
熊
本
、
大

分
の
両
県
を
襲
っ
た
ま
さ
に｢

想
定
外
の
出
来
事｣

だ
っ
た
日
本
三
大
名
城

と
し
て
知
ら
れ
る
熊
本
城
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
天
守
閣
を
は
じ
め
と

し
た
重
要
文
化
財
建
造
物
は
全
て
被
災
し
、
石
垣
や
屋
根
瓦
も
崩
落
し
た
。

熊
本
県
民
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
熊
本
城


。
完
全
復
旧
ま
で
30
年
余
り
の

年
月
が
必
要
と
さ
れ
る
熊
本
城
の
現
状
と
復
旧
へ
の
道
の
り
を
紹
介
す
る
。


年
計
画
で
復
旧
め
ざ
す

成
果
の
有
効
活
用
に
期
待

改
修
工
事
が
進
む
熊
本
城

解
体
工
事
が
進
む
宇
土
櫓
五

階
櫓

宇土櫓五階櫓復旧工事の素屋根

熊本城熊本城

共通運送株式会社
社 長

札幌市白石区

公益社団法人 北海道トラック協会
会 長

札幌市中央区

札幌地区トラック協会 札幌西支部
支部長

札幌市西区

北海道フーズ輸送株式会社
会 長

札幌市西区

一般社団法人 札幌地区トラック協会
会 長

札幌市東区

山登運輸株式会社
社 長

札幌市東区

旭川小型運輸株式会社
社 長

北海道旭川市

株式会社 トッキュウ
社 長

北海道岩見沢市

永原 敏雅

松橋 謙一

林 勇作

渡邊 英俊

渡邊 英俊

松橋 謙一

湯野 信一

工藤 真也

株式会社 杉本運輸
社 長

<北海道小樽市>

一般社団法人 茨城県トラック協会
会 長

<水戸市>

一般社団法人 栃木県トラック協会
会 長

<宇都宮市>

栃木県トラック協会協同組合
理事長

<宇都宮市>

一般社団法人 群馬県トラック協会
会 長

<前橋市>

杉本 憲昭

小倉 邦義

石塚 安民

神山 義徳

武井 宏

群馬県トラック協会 前橋支部
支部長

<前橋市>

株式会社 ボルテックスセイグン
社 長

<群馬県安中市>

群馬県トラック協会 高崎支部
支部長

<群馬県高崎市>

群馬県トラック協会 館林支部
支部長

<群馬県館林市>

株式会社 啓和運輸
社 長

<埼玉県入間市>

関口 宣男

武井 宏

山田 雅夫

谷田川敏幸

川島 満

埼玉県トラック協会 川口支部
支部長

<埼玉県川口市>

株式会社 井ノ瀬運送
社 長

<埼玉県熊谷市>

清水運輸グループ
社 長

<埼玉県志木市>

大沢運送株式会社
社 長

<埼玉県東松山市>

髙山行政書士事務所
所 長

<千葉市美浜区>

荒川 優二

井ノ瀬広和

清水 英次

大澤 隆

髙山 正孝

一般社団法人 千葉県トラック協会
会 長

<千葉市美浜区>

有限会社 八千代運送
社 長

<千葉県八千代市>

内宮運輸機工株式会社
社 長

<東京都江戸川区>

東亜物流株式会社
社 長

<東京都江戸川区>

株式会社 浅井
会 長

<東京都大田区>

共立輸送株式会社
社 長

<東京都江東区>

株式会社 フコックス
社 長

<東京都江東区>

池田 和彦

福島 昇

内宮 昌利

森本 勝也

浅井 隆

高畑 幸司

鎮目 隆雄
（
面
担

吉
田
周
作
）
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荷
物
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
物

流
に
携
わ
る
方
に
、
直
接
お
礼

を
言
う
機
会
は
な
い
で
す
け
れ

ど
も
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
の
で
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
伝

え
た
い
で
す
。
と
て
も
大
事
な

職
種
で
、
続
い
て
も
ら
わ
な
い

と
困
る
の
で
。
（
今
回
は
農
業

家
の
役
で
す
が
）
朝
採
れ
た
も

の
が
そ
の
日
に
届
く
な
ど
便
利

な
暮
ら
し
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
陰
で
、
ど
れ
だ
け
の
ご
苦

労
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。


貴
重
な
お
話
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
田
中
信
也
、
宮
崎
茉
里
奈

が
担
当
し
ま
し
た
）

良
い
と
思
い
ま
す
か
。

女
性
は
、
そ
れ
こ
そ
勤
務
時

間
や
勤
務
体
系
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
か
で
す
ね
。
さ
っ
き
乗

っ
た
タ
ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
30
代
の
方
で
、
タ
ク
シ
ー
は

女
性
が
増
え
て
い
ま
す
よ
ね
。

運
転
好
き
な
方
は
い
る
。
ト
ラ

ッ
ク
も
、
「
う
ち
の
マ
マ
は
ダ

ン
プ
カ
ー
を
運
転
し
て
い
る
」

っ
て
格
好
良
い
で
す
よ
ね
。
け

れ
ど
荷
下
ろ
し
と
な
る
と
、
女

性
は
体
力
差
が
あ
っ
て
厳
し
い

で
す
よ
ね
。
女
性
は
根
性
あ
る

人
が
多
い
印
象
な
の
で
、
体
制

を
整
え
ら
れ
れ
ば
。


最
後
に
、
ト
ラ
ッ
ク
業

界
で
働
く
人
に
エ
ー
ル
を
お
願

い
し
ま
す
。

で
す
ね
。
変
え
て
い
か
な
い

と
、
新
し
い
人
が
参
入
し
づ
ら

く
な
っ
て
続
か
な
い
。


人
手
不
足
は
各
社
悩
ん

で
い
る
点
で
す
。
若
い
人
が
入

っ
て
く
る
業
界
に
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す

か
。働

き
方
で
す
よ
ね
。
何
日
も

家
を
空
け
る
よ
り
、
分
業
し
て

生
活
の
時
間
を
取
れ
る
仕
組
み

を
全
体
で
組
み
立
て
て
も
ら
う

よ
う
に
す
る
と
か
。
長
続
き
し

て
く
れ
な
い
と
我
々
も
困
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
あ
と
は
高
い
賃

金
で
す
か
ね
。


物
流
は
女
性
が
少
な
い

業
界
で
す
が
、
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
が
増
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。あ

り
ま
す
。
個
人
の
宅
配
便

だ
っ
た
ら
多
少
遅
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
も
問
題
な
い
と
思
う
の

で
す
が
、
そ
う
は
い
か
な
い
分

野
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
（
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
〈
供
給
網
〉

の
）
末
端
の
物
流
が
無
理
し
て

犠
牲
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
の
は
お
か
し
い
で
す
。
消
費

者
と
し
て
は
苦
し
い
で
す
が
、

物
流
に
か
か
わ
ら
ず
コ
ス
ト
が

掛
か
る
分
の
値
上
げ
を
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
中
継

輸
送
も
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い

い
、
親
切
に
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
は
引
っ
越
し
も
荷
づ
く

り
ま
で
や
っ
て
く
れ
る
サ
ー
ビ

ス
が
あ
っ
て
夢
の
よ
う
で
す
。

あ
と
は
宅
配
便
で
す
ね
。
抱

え
ら
れ
る
荷
物
で
あ
れ
ば
自
分

で
持
っ
て
い
き
ま
す
。
最
近
、

人
手
不
足
で
個
人
で
や
っ
て
い

る
軽
貨
物
の
方
が
増
え
ま
し
た

ね
。
大
変
な
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
。
な
の
で
、
な
る
べ
く
１
回

で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
（
届
く
の
が
）
当
た
り

前
と
思
っ
て
い
る
の
は
い
け
な

い
で
す
ね
。


「
２
０
２
４
年
問
題
」


物
流
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

父
が
転
勤
の
多
い
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
だ
っ
た
の
で
、
引
っ
越
し

は
慣
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
や
大

分
へ
行
っ
た
り
、
大
分
内
は
３

カ
所
、
そ
の
後
、
熊
本
に
戻
っ

て
く
る
な
ど
。
そ
の
都
度
、
運

送
屋
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
東
京
に
来
て
か
ら
も

引
っ
越
し
ま
し
た
。

都
内
で
引
っ
越
し
た
時
は
大

手
企
業
で
な
く
、
顔
見
知
り
に

な
っ
た
近
所
の
個
人
会
社
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
で

一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

多
分
、
素
で
は
な
い
と
は
思

う
の
で
す
け
れ
ど
、
あ
る
程
度

は
素
で
や
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
舞
台
に
な
っ
て
い
る
糸
島

は
福
岡
の
郊
外
で
、
同
じ
九
州

で
す
が
熊
本
弁
と
は
違
っ
て
、

油
断
す
る
と
（
熊
本
弁
が
）
出

て
し
ま
い
ま
す
。


共
演
者
と
の
撮
影
の
雰

囲
気
は
い
か
が
で
し
た
か
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
役
の
松
平
さ

ん
が
い
る
時
は
、
や
っ
ぱ
り
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
中
心
に
い
ま
す

ね
。
何
に
も
し
な
い
の
で
す

が
、
や
っ
ぱ
り
上
さ
ま
み
た
い

に
大
ら
か
に
ド
ン
と
し
て
ニ
コ

っ
と
座
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

存
在
感
が
役
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

そ
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
環

奈
さ
ん
は
も
う
皆
さ
ん
の
イ
メ

ー
ジ
通
り
。
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
の
に
一
番
元
気
で
変
わ

ら
な
い
で
す
。
す
ご
い
人
で
全

体
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
ね
。


ド
ラ
マ
で
注
目
し
て
ほ

し
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
。

時
代
が
平
成
な
の
で
、
「
あ

の
頃
、
自
分
は
ど
う
し
て
い
た

か
な
」
と
リ
ア
ル
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
ギ
ャ
ル
が
い
っ
ぱ
い
出
て

き
ま
す
が
、
元
気
で
ま
っ
す
ぐ

に
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て
や

り
た
い
こ
と
を
や
る
。
特
に
、

若
い
女
の
子
が
こ
ん
な
に
伸
び

伸
び
と
自
己
主
張
し
て
行
動
で

き
て
い
た
の
は
い
い
時
代
だ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
朝
か
ら
家
族
で
食
卓

を
囲
ん
で
自
分
た
ち
で
作
っ
た

料
理
を
食
べ
る
こ
と
は
今
は
な

い
で
す
が
、
そ
う
い
う
場
面
っ

て
い
い
な
と
思
っ
て
も
ら
え
た

ら
い
い
で
す
ね
。

合
っ
て
い
く
話
で
明
る
い
も
の

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
食
が
ど

れ
だ
け
（
生
活
を
）
支
え
て
い

る
か
。
家
族
だ
っ
た
り
と
一
緒

に
食
卓
を
囲
む
こ
と
、
食
べ
る

こ
と
は
大
切
だ
よ
ね
と
い
う
こ

と
が
伝
わ
る
と
い
い
で
す
。


以
前
出
演
さ
れ
た
同
枠

の
「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」
も
、
食

が
テ
ー
マ
で
し
た
ね
。

あ
れ
は
第
２
次
世
界
大
戦
前

の
時
代
で
、
繁
盛
し
て
い
た
家

だ
っ
た
の
で
（
撮
影
で
）
ぜ
い

た
く
な
食
材
を
た
く
さ
ん
扱
っ

て
い
ま
し
た
。
フ
ー
ド
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
も
入
っ
て
、
市
場

の
シ
ー
ン
で
は
本
物
の
肉
や
魚

を
何
日
も
持
た
せ
る
た
め
に
ス

タ
ジ
オ
全
体
が
冷
蔵
庫
く
ら
い

の
温
度
で
し
た
。
そ
の
後
、
戦

争
中
の
話
に
な
る
と
食
べ
物
が

な
く
な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
葉
っ

ぱ
み
た
い
な
も
の
や
お
か
ゆ
で

も
な
い
薄
い
ス
ー
プ
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て

皆
、
戦
中
頑
張
っ
て
き
た
ん
だ

と
。
食
の
大
切
さ
を
通
じ
て
戦

争
反
対
の
思
い
を
伝
え
る
ド
ラ

マ
で
し
た
。


役
づ
く
り
で
苦
労
し
た

農
業
を
や
っ
て
い
て
、
日
々
食

物
を
育
て
、
家
族
の
た
め
に
料

理
を
し
、
食
の
大
切
さ
を
孫
に

も
伝
え
て
い
く
役
で
す
。
（
自

分
の
）
夫
役
を
松
平
健
さ
ん
が

演
じ
ま
す
。
松
平
健
さ
ん
は
元

長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

で
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
と
い
う
か
、

す
ぐ
ト
ラ
ッ
ク
で
ど
っ
か
行
っ

ち
ゃ
う
役
な
ん
で
す
よ
。
本
当

に
家
に
い
な
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

で
大
変
（
笑
）
。
自
由
な
人
な

の
で
、
私
は
家
の
中
で
は
手
を

引
っ
張
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

今
作
の
根
っ
こ
は
皆
が
助
け

｢

お
む
す
び｣

で
朝
ド
ラ

出
演
３
作
目
に
な
り
ま
す
ね
。

今
回
は
、
主
人
公
役
の
橋
本

環
奈
さ
ん
の
祖
母
役
で
す
。
平

成
の
時
代
の
話
で
、
私
の
役
は

福
岡
の
糸
島
市
の
農
家
で
す
。


熊
大
在
学
時
に
出
演
さ

れ
た
ミ
ノ
ル
タ
（
現
コ
ニ
カ
ミ

ノ
ル
タ
）
の
Ｃ
Ｍ
は
鮮
烈
で
し

た
。Ｃ

Ｍ
自
体
も
（
反
響
が
大
き

か
っ
た
）
で
す
が
、
（
ド
リ
フ

タ
ー
ズ
で
の
）
志
村
け
ん
さ
ん

の
パ
ロ
デ
ィ
ー
が
（
笑
）
。
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
木
が
出
て
き

て
、
懐
か
し
い
で
す
ね
。

す
。
逆
に
言
う
と
、
今
し
か
見

ら
れ
な
い
景
色
を
見
ら
れ
ま
す

ね
。
天
守
閣
は
復
元
し
ま
し
た

が
、
石
垣
は
ま
だ
ま
だ
崩
れ
た

姿
そ
の
ま
ま
な
の
で
、
一
生
懸

命
修
繕
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

て
ほ
し
い
で
す
。
技
術
者
が
全

国
か
ら
修
繕
に
力
を
寄
せ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
は
出
身
者
と

し
て
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。

ュ
ラ
ー
で
、
学
校
給
食
で
も
出

る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
熊
本
に
来

ら
れ
る
方
は
ぜ
ひ
召
し
上
が
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。


お
す
す
め
の
場
所
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

熊
本
城
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
修
繕
に
あ
と
30
年
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
け

ど
、
修
復
し
て
い
る
様
子
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま


お
す
す
め
の
食
べ
物
は

あ
り
ま
す
か
。

食
べ
物
は
、
熊
本
に
し
か
な

い
麺
類
と
し
て
太
平
燕
（
タ
イ

ピ
ー
エ
ン
）
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
中
華
料
理
の
よ
う
な
、

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
の
麺
が
春
雨
に
な

っ
て
る
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

全
国
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
熊
本
に
し
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
熊
本
で
は
と
て
も
ポ
ピ

津
湖
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

浅
瀬
で
パ
チ
ャ
パ
チ
ャ
と
遊
ん

だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

大
学
時
代
は
熊
本
大
学
ま
で

毎
朝
片
道
６
、
７
㌔
を
30
分
か

け
て
自
転
車
通
学
し
て
い
ま
し

た
。
熊
本
は
夏
が
長
く
、
10
月

で
も
暑
い
の
で
大
変
で
し
た
。

学
校
に
着
い
た
ら
汗
だ
く
で
、

顔
を
洗
っ
て
か
ら
講
義
を
受
け

た
ほ
ど
で
す
。


ゆ
か
り
の
あ
る
熊
本
の

魅
力
と
思
い
出
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

水
が
と
て
も
豊
か
な
所
で
す

ね
。
人
口
70
万
人
ほ
ど
の
市
全

域
の
水
道
水
を
地
下
水
で
賄
っ

て
い
る
都
市
は
珍
し
い
と
思
い

ま
す
。

子
ど
も
の
時
の
遊
び
場
は
有

名
な
水
前
寺
成
趣
園
（
熊
本
市

中
央
区
）
で
し
た
。
近
く
に
江

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
経
験
者
だ
。
そ
の
夫
や
家
族

を
温
か
く
支
え
る
祖
母
役
を
演
じ
た
熊
本
市

出
身
の
俳
優
、
宮
崎
美
子
さ
ん
か
ら
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ
エ
ー
ル
を

送
っ
て
も
ら
っ
た
。

９
月
30
日
か
ら
放
送
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
む
す
び
」
は
、
生
き
る

上
で
必
要
不
可
欠
な
「
食
」
が
テ
ー
マ
。
主

人
公
は
栄
養
士
を
目
指
し
て
人
々
の
生
活
を

支
え
て
い
く
。
主
人
公
の
祖
父
は
、
モ
ノ
を

運
び
人
々
の
生
活
を
支
え
る
長
距
離
ト
ラ
ッ

幼
少
期
江
津
湖
で
水
遊
び

一
緒
に
食
卓
を
囲
む
大
切
さ

生
活
の
時
間
取
れ
る
仕
組
み

朝
ド
ラ｢

お
む
す
び｣

で
主
人
公
の
祖
母
を
演
じ
る

俳
優

宮
崎

美
子
さ
ん

ト
ラ
ッ
ク
業
界
へ
エ
ー
ル

ト
ラ
ッ
ク
業
界
へ
エ
ー
ル

（
面
担

田
村
咲
絵
）

結城運輸倉庫株式会社
社 長

<東京都江東区>

一般財団法人 運輸･交通 SAS対策支援センター
理事長

<東京都新宿区>

関東運送事業協同組合
理事長

<東京都新宿区>

関東交通共済協同組合
理事長

<東京都新宿区>

全国トラック交通共済協同組合連合会
会 長

<東京都新宿区>

日本貨物運送協同組合連合会
会 長

<東京都新宿区>

豊多摩通運株式会社
社 長

<東京都杉並区>

全国赤帽軽自動車運送協同組合連合会
会 長

<東京都台東区>

八大株式会社
社 長

<東京都中央区>

株式会社 商運サービス
社 長

<東京都練馬区>

結城 賢進

別所 恭一

木村 琢

千原 武美

千原 武美

御手洗 安

井上 和英

倉坂 正道

岩田 享也

佐久間恒好

株式会社 ＮＴＳロジ
社 長

<東京都東久留米市>

一般社団法人 神奈川県トラック協会
会 長

<横浜市港北区>

上伊那貨物自動車株式会社
社 長

<長野県駒ヶ根市>

アルプス運輸建設株式会社
社 長

<長野県松本市>

中越運送株式会社
社 長

<新潟市中央区>

中越通運株式会社
社 長

<新潟市中央区>

マルソー株式会社
社 長

<新潟県三条市>

笠原 史久

吉田 修一

小池 長

上嶋 金司

中山元四郎

中山 和映

渡邉 雅之

久安重機運輸株式会社
会 長

<石川県白山市>

一般社団法人 静岡県トラック協会
会 長

<静岡市駿河区>

朝日運輸株式会社
社 長

<名古屋市港区>

一般社団法人 愛知県トラック協会
会 長

<愛知県みよし市>

一般社団法人 三重県トラック協会
会 長

<津市>

大興運輸サービス株式会社
会 長

<滋賀県東近江市>

一般社団法人 滋賀県トラック協会
会 長

<滋賀県守山市>

久安 常信

佐野 寛

堀田 正二

寺岡 洋一

小林 俊二

坂本 克已

松田 直樹

一般社団法人 京都府トラック協会
会 長

<京都市伏見区>

梅田運輸倉庫株式会社
社 長

<大阪市福島区>

合通ホールディングス株式会社
社 長

<大阪市福島区>

株式会社 サカイ引越センター
社 長

<堺市堺区>

宮地運送株式会社
社 長

<堺市中区>

一般社団法人 兵庫県トラック協会
会 長

<神戸市灘区>

公益社団法人 奈良県トラック協会
会 長

<奈良県大和郡山市>

平島 竜二

井上 眞吾

大和 隆人

田島 哲康

宮地 高照

木南 一志

塚本 哲夫

公益社団法人 和歌山県トラック協会
会 長

<和歌山市>

一般社団法人 徳島県トラック協会
会 長

<徳島市>

一般社団法人 香川県トラック協会
会 長

<高松市>

一般社団法人 愛媛県トラック協会
会 長

<松山市>

一般社団法人 高知県トラック協会
会 長

<高知市>

南九州交通共済協同組合
理事長

<熊本市東区>

熊本輸送団地協同組合
理事長

<熊本県益城町>

草水運送株式会社
社 長

<宮崎県都城市>

株式会社 外薗運輸機工
社 長

<鹿児島県薩摩川内市>

阪本 享三

湯浅 恭介

楠木 寿嗣

御手洗 安

森本 敬一

富田 康方

永井 正人

草水 裕之

外薗 直樹

みやざき・よしこ 熊本市出身。1980

年、週刊朝日「篠山紀信があなたを撮り

ます・キャンパスの春」に掲載される。

同年10月にＴＢＳテレビ小説「元気です

！」の主演を務め、本格的に芸能界デビ

ュー。2000年に出演した映画「雨あが

る」で、第43回ブルーリボン賞助演女優

賞と第24回日本アカデミー賞優秀主演女

優賞を受賞。ナレーターやバラエティー

番組などマルチに活躍する。
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